
「当たり前」に感謝して
　当たり前のように自
分のまちに歴史が目に
見える形で残っている
のは、きれいに残して
きた人がいたからであ
り、感謝の気持ちを忘
れずに生活したいで
す。

 （秋川）

正し
ょ
う
じ
ゅ
う宗
寺じ

・
子
規
堂

　

子
規
堂
は
正
宗
寺
の
中
に
あ

る
、
子
規
が
17
歳（
数
え
年
）ま

で
過
ご
し
た
生
い
立
ち
の
家
を

復
元
し
た
も
の
で
す
。
子
規
が

当
時
住
ん
で
い
た
部
屋
が
再
現

さ
れ
、
遺
墨
、
写
真
な
ど
の
関

連
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
規
堂
の
前
に
は
、
子
規
が

正
宗
寺
の
こ
と
を
詠
ん
だ
、

　
名
月
や
寺
の
二
階
の
瓦か

頭と
う

口ぐ
ち

の
句
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
子
規
の
没
後

１
０
０
年
を
記
念
し
２
０
０
１

（
平
成
13
）
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。

鬼き

し子
母も

神じ
ん

堂

　

鬼
子
母
神
は
安
産
や
子
育
て

な
ど
の
神
で
す
。
も
と
も
と
、

人
間
の
子
を
捕
ら
え
て
食
べ
る

鬼
女
神
だ
っ
た
た
め
、
困
り
果

て
た
村
人
は
お
釈
迦
様
に
救
い

を
求
め
ま
す
。
そ
こ
で
お
釈
迦

様
は
鬼
子
母
神
の
末
子
で
あ
る

ヒ
ン
キ
ャ
ラ
を
隠
し
ま
す
。
鬼
子

母
神
は
子
を
暴
れ
狂
う
よ
う
に

探
し
た
た
め
、
お
釈
迦
様
が
そ

れ
ま
で
の
鬼
子
母
神
の
非
行
を

戒
め
、
親
子
の
愛
を
説
き
、
改

心
さ
せ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
人
の

子
ど
も
を
守
る
神
と
な
っ
た
と
い

う
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
鬼
子
母
神
堂
に
は
子
規
が
幼

少
時
代
を
振
り
返
り
詠
ん
だ
、

　
薏じ

ゅ
ず
だ
ま苡
や
昔
通
ひ
し
叔
父
が
家

の
句
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

善
復
寺

　
善
復
寺
は
鬼
子
母
神
堂
の
隣

に
あ
る
寺
で
、
宗
派
は
真
言
宗

豊ぶ

山ざ
ん

派
、
本
尊
は
十
一
面
観
音

像
で
す
。寺
の
入
り
口
に
は「
弘

法
大
師
１
１
５
０
年
御ご

遠え
ん

忌き

記

念
水
子
地
蔵
尊
」
と
記
さ
れ
た

水
子
供
養
の
像
が
あ
り
ま
す
。

水
子
と
は
流
産
な
ど
で
死
亡
し

た
胎
児
の
こ
と
で
、
日
本
神
話

に
出
て
く
る
水
蛭
子
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

「
雄
新
リ
サ
ー
チ
」を
終
え
て
…

地域の名所を巡る

　
私
た
ち
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
地
域
の
名
所
な
ど
を
巡
り
な
が
ら
地
域
の
人

た
ち
と
触
れ
合
う
「
雄
新
リ
サ
ー
チ
」
を
行
い
、
そ
の
調
査
結
果
を
自
作
の
新
聞
に
ま

と
め
ま
し
た
。

雄新
中学校

中学生連載企画
私たちの
ふるさと
松山学

私たちの
ふるさと
松山学№17

正
岡
子
規
の
育
っ
た
ま
ち

歴
史
と
文
化
の
薫
る

　正岡子規（本
名・常規）は字
を書くときに
筆と硯

すずり

を使っ
て い ま し た。
子どものころ
には、まげを
結っていまし
た。

　子規はたった
三畳の部屋で勉
強していたそう
です。子規堂で
は子規が過ごし
た部屋の雰囲気
を肌で感じるこ
とができます。

これからは自分たちが
歴史を守りたい
　雄新地区には伝統的
で重要な文化財など残
していくべきものがた
くさんあるので、大人
になったら、それを守
る活動をしてみたいと
思いました。

            （浜本）

地域に恩返しを
　私たちが雄新の歴史
に触れられるのは、歴
史を伝えてきた地域の
皆さんのおかげだと思
います。それに少しで
も恩返しするためにあ
いさつや奉仕活動をし
て地域に貢献したいで
す。　　　　   （竹永）

歴史に誇りを持ち、
未来につなげる地区
　雄新地区は歴史に誇
りを持ち、未来につな
げていこうという気持
ちのある人が多いと思
います。当時の子規を
感じ取れる場所をみん
なで守り、尊重してき
たことを誇りに思いま
す。             （山岡）

笑顔あふれるまちに
　自分の知らないこと
やさまざまな知識・経
験を地域の皆さんが優
しく笑顔で教えてくれ
たので、この経験を学
業や生活にも生かし、
笑顔あふれるまちにし
たいです。

（宮原）

　松山の先人や文化に
関する心に響くエピ
ソードをまとめた教材
集です。一話が10～14
ページ程度で、気軽に
松山ゆかりの先人の足
跡や文化に親しむこと
ができ、市立図書館で
見ることができます。

先人と文化の
読み物教材

「語り継ぎたい
 ふるさと松山 百話
           Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」

歴史を守り続けてきた
地域の人に感謝
　歴史や建造物が残っ

ているのは地域の皆さ

んが守り続けてきたお

かげだと思うので、地

域の皆さんに感謝し

て、これからは自分た

ちがその文化を守り続

けたいと思います。    

　　　　　　  （田井）

　子規堂の前に
は坊っちゃん列
車の客車があり、
子規の親友・夏
目漱石はこの列
車を小説「坊っ
ちやん」の中で

「マッチ箱のよう
な汽車」と表現
しています。
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子規の足跡に触れる


